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飲水指導は夜間頻尿患者の頻尿症状を有効に改善する 

 

 

 

Mitsuru Tani,  Akihide Hirayama,  Kazumasa Torimoto,          

Chie Matsushita,  Atsushi Yamada,  Kiyohide Fujimoto 

International Journal of Urology   

第 21 巻 6 号 595-600 頁 

2014 年 6 月 発行 



論文審査の要旨 

 

夜間頻尿は、飲水過多による体水分量増加が抗利尿ホルモンの夜間分泌低下を

招き、夜間多尿が原因となることが多く、飲水制限が推奨されている。しかし、飲水制

限をどのように指導すべきかは報告されていない。本研究では、24 時間尿量/体重

≦30(mL/kg)に設定することが夜間頻尿改善の目安であることを報告し、24 時間尿量

/体重＞30(mL/kg)の夜間頻尿症例に対して、飲水指導をすることによる夜間頻尿の

改善効果ならびに安全性について検討した。夜間多尿による夜間頻尿を有する 65 例

を対象に、24時間尿量/体重≦30(mL/kg)になるように飲水指導（体重の 2～2.5%の飲

水）を行い、1 か月後に排尿記録、血圧、血液・生化学所見、尿中アルギニンバゾプレ

ッシン濃度(uAVP)、血漿および尿浸透圧を測定し治療前と比較した。24時間排尿量、

24 時間排尿量/体重、夜間排尿回数、夜間排尿量、24 時間飲水量、昼間飲水量およ

び夜間飲水量は有意に減少した。夜間排尿回数は 44 例(67%)で改善し、夜間排尿量

と昼間飲水量は正の相関を示した。また、血漿浸透圧、血清 Na 値、体重は指導前後

で差がみられなかった。多変量解析では 24 時間排尿量および昼間飲水量の変化量

が、指導効果の独立した影響因子であった。飲水指導は有効かつ安全な life style 

therapy で、飲水制限は日中を通じて行うことが重要である。本研究は、患者の生活の

質(QOL）にかかわる夜間多尿による夜間頻尿における適正な飲水指導の有用性

を明らかにした臨床的意義の大きい研究と評価され、博士の学位に値するもの

である。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに泌尿器科学/排尿機能

領域の進歩に寄与するところが大きいと認める。 
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